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一、はじめに宴曲（早歌）は、十三世紀後半から十四世紀初頭にかけて集大成され、
室町時代末まで約二百年にわたって武士を中心に広く愛唱された歌謡である。宴曲の大成者明空（一二四二？～一三二五？）は、 『宴曲集』五冊（巻一から巻五）をはじめとする一六冊百六一曲を撰集した。本稿で取り上げる『
拾菓抄』は、その七番目の撰集にあたる。 「管弦曲」から「諏方
効験」
に至る十一曲を載せる。明空自身が撰述した『撰要目録巻』によっ
て嘉元四年（一三〇六） 成立であることが知られる
（１）
。
宴曲（早歌）に関する記録が頻出するのは一五世紀であり、武家や貴族
の享
受の諸相がうかがえる
（２）
。 『徒然草』一八八段にも僧になることを
志した男が、説教の後の宴席で謡うために宴曲 早歌）の稽古に熱を上げた話が出
てくる。この段の主題は別にあるが、宴席での披露を想定して宴
曲の稽古
をしたという逸話は、 それほど宴曲 流行していたことを表して
いる
。しかし、宴曲は一六世紀中頃には謡われることも少なくなり、やが
て途絶した。そ 一方で 宴曲が実際に謡われていた時代の譜本（室町期譜本）
が数多く伝存している点に特徴がある
（３
）。現存する『拾菓抄』伝
本のうち、室町期の譜本は以下の二本である。
尊経閣文庫蔵『拾菓抄』冷泉家時雨亭文庫蔵『拾菓抄』
この度、関屋俊彦氏が、大阪能楽会館（二〇一七年一二月閉館）に保存
されていた
大西家（観世流能楽師）所蔵資料の中から、新たに『拾菓抄』
写本を発見した
（４）
。筆者は、関屋氏から『拾菓抄』発見の連絡を受け、
二〇
一八年
二月七日（水）に原本調査の機会を得た。落合博志氏（国文学
研究資料館教授）とともに、神戸女子大学古典芸能研究センターで調査した
。その結果、当該本を室町期譜本と考えて差し支えないこと、江戸末期
まで京都の能楽師岩井家が所蔵していた可能性が高いことが判明した。 そこで所蔵者である大西智久氏から写真撮影および資料紹介の許可を得て、新発見の『
拾菓抄』写本について検討することとした。
本稿
では、大西家蔵『拾菓抄』の来歴および資料的意義について岡田が
考察し、併
せて関屋氏による書誌調査報告および翻刻を載せる。
二、大西家蔵『拾菓抄』の来歴大西家蔵『拾菓抄』は、元来は京都の能楽師岩井七郎右衛門家に伝来し
ていたものと考えてよい。岩井七郎右衛門家は、林・井上・薗・浅野と並ぶ京観世五軒家のうちの一つである
（５）
。大西家蔵書の『岩井家御代々御
法名』によれば、元祖を岩井七郎右衛門（寛永二年〈一六二五〉没）に置き、代々「七郎右衛門」を名乗ったことが記されている
（６）
。芸道上の初
代を吉勝（元禄七年〈一六九四〉没 七十一歳）とし、八代の幸三郎（明治二二年〈一八八九〉没、二十五歳）まで続いている。幸三郎は加藤量平の次男であったが、七代信発（文久二年〈一八六二〉没、四十六歳）に嫡子がなかったため、岩井家に養継嗣として入 ている。しかし、幸三郎は明治二二年（一八八九）に後継を得ないままに二十五歳 早世した。その結果、幸三郎が最後の岩井七郎右衛門と った。一方 大西家は初代新右衛門宗 （文政五年〈一 八〇〉没、八十歳）の時代から、 家との親交が始まっている。大西家代々の中で、とりわけ注目すべきは大西寸松（一八一二～一八八 ）である。寸松は 岩井家の筆頭弟子として 新
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発の後見を務めている。新発が病没した後の岩井家と 関わりについて、大西信久氏による以下の記述がある（傍線部筆者。以下同様） 。
（岩井新発は）文久二年、四十六歳で没しました。後継の実子なく、又養子の手だてのないままに、明治元年まで岩井家は無住となり、寸松が名代の責任を負っておりました。後年閑雪が八代孝道（引用者注：幸三郎 こと） 訓育に岩井家に入ったのも以上の様な因縁によるものです。 （ 「曾祖父寸松のこと」大西信久氏『初舞台七十年』大西松諷社、一九七九年）
傍線部にあるとおり、寸松は新発の没後に岩井家の名代を務めている。
その名代としての寸松の業績の一つが岩井家所蔵資料の点検であったと考えられる。寸松は、文久五年（ 八六三）に岩井家の所蔵資料を点検し、『岩
井家所蔵目録（仮称） 』を作成している
（７）
。 『目録』 （以下『岩井家
所蔵目録』を『目録』と略称する）は、紙縒り 仮綴じ一冊で、最終丁には寸松が記した以下の識語があ 。
右点検之歳月不覚と雖、文久二年九月廿二日、信発氏卒去。翌年之夏比カ小松原君ト立会点検シ置。其翌 七 大火ニ焼亡之モノ可有之。
寅五月大西寸松
（注）二重傍線部は「元」をミセケチ して「二」と訂正し いる。
後継の実子
がないままに新発が早世したため、 岩井家資料の散逸を畏れ
た寸松が資料の点検と『目録』作成を思い立ったものと推測できる。
この『目録』に『拾菓抄』をはじめとする宴曲関連書物が以下のように
見える（図１参照）
（８）
。
一宴曲集拾菓抄壱冊
拾菓集二冊実阿筆二冊
包紙
直恒様筆
又一冊
合而六冊
このうち「拾菓集二冊」および「実阿筆二冊」は、 『拾菓集』上巻末
の識語によって、岩井家の四代目当主直恒（享和二年〈一七八二〉没、七十五歳）が収集したものであることがわかる
（９）
。現在、 『拾菓集』二冊
は、北海道大学附属図書館が所蔵している。昭和 一 （ 九四六）の弘文荘『新興古書店出品目録』所載のものを、北海道大学文学部（当時の法文学部）が購入している。その後、文学部から附属図書館に管理替えとなった
（１０
）。また、 「実阿筆二冊」は、 『外物』と『撰要両曲巻』であると
考えられる。 外物』は、明治四四年（一九 一）に国立国会図書館 当時の帝国図書館）が購入している（表紙見返し 購求印 よる） 。 『撰要両曲巻』は、臼田甚五郎氏の所蔵であり『歌謡集成』に 部影印が紹介されているが、現在の所在は不明である。 「拾菓抄壱冊」も、直恒が収集したものである可能性が高い、と筆者は考えていた。しかし 直恒は『拾菓抄』につ ては全く言及しておらず、その詳細は不明であった。この度、関屋氏が発見した『拾菓抄』写本 『目録』に見える「拾菓抄壱冊」であると考えてよ 。そ 理由を以下に述べる。
岩井家は、明治二二年（一八八九）岩井幸三郎（八代目七郎右衛門）の
病没によって、後継を喪った。その後、岩井家 資料の多くが大西家に伝えられることとなった。この点については、岩井家 末裔 岩井弘氏が書簡のなかで以下のように述べている
（１１）
。
謡本・和本・古文書などが以前はたくさん御座いましたが、終戦の前後に倉庫に疎開したところ、盗難に遭いまして散逸いたしました。重要な本はもっと古い以前に大阪の大西・京都の大江にいっている事は老人たちから聞いております。
傍線部に着目し、 岩井家から大西家に伝えられた多くの資料があること
を最初に紹介したのは、大谷節子氏である
（１２）
。その後、関屋氏が大阪
能楽会館閉館に伴い、 同会館に保存され いた大西家所蔵資料の悉皆調査の過程で、 『拾菓抄』写本を発見した。
大西家が岩
井家と深い関わりがあったこと。 大西寸松が点検し作成した
『岩井家資
料目録』のなかに「拾菓抄壱冊」と記されていること。岩井
家が所蔵
していた資料の多くが大西家に伝わっていること
（１３）
。以上を
総合的に判断し、この度大西家所蔵資料の中から関屋 が見出した『拾菓抄』写本は、岩井家から大西家に伝来したも であると結論づけた。
文久五
年（一八六三）に大西寸松が点検した岩井家資料の宴曲関連書物
のうち、 「実阿筆二冊」は明治末に、 「拾菓集二冊」は終戦前後に、岩井家
か
ら外に出ている
（１４）
。一方、 「拾菓抄壱冊」は、岩井家から大西家
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発の後見を務めている。新発が病没した後の岩井家との関わりについて、大西信久氏による以下の記述がある（傍線部筆者。以下同様） 。
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その名代としての寸松の業績の一つが岩井家所蔵資料の点検であったと考えられる。寸松は、文久五年（ 八六三）に岩井家の所蔵資料を点検し、『岩
井家所蔵目録（仮称） 』を作成している
（７）
。 『目録』 （以下『岩井家
所蔵目録』を『目録』と略称する）は、紙縒り 仮綴じ一冊で、最終丁には寸松が記した以下の識語があ 。
右点検之歳月不覚と雖、文久二年九月廿二日、信発氏卒去。翌年之夏比カ小松原君ト立会点検シ置。其翌 七 大火ニ焼亡之モノ可有之。
寅五月大西寸松
（注）二重傍線部は「元」をミセケチ して「二」と訂正し いる。
後継の実子
がないままに新発が早世したため、 岩井家資料の散逸を畏れ
た寸松が資料の点検と『目録』作成を思い立ったものと推測できる。
この『目録』に『拾菓抄』をはじめとする宴曲関連書物が以下のように
見える（図１参照）
（８）
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一宴曲集拾菓抄壱冊
拾菓集二冊実阿筆二冊
包紙
直恒様筆
又一冊
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このうち「拾菓集二冊」および「実阿筆二冊」は、 『拾菓集』上巻末
の識語によって、岩井家の四代目当主直恒（享和二年〈一七八二〉没、七十五歳）が収集したものであることがわかる
（９）
。現在、 『拾菓集』二冊
は、北海道大学附属図書館が所蔵している。昭和二一年（一九四六）の弘文荘『新興古書店出品目録』所載のものを、北海道大学文学部（当時の法文学部）が購入している。その後、文学部から附属図書館に管理替えとなった
（１０
）。また、 「実阿筆二冊」は、 『外物』と『撰要両曲巻』であると
考えられる。 外物』は、明治四四年（一九一一）に国立国会図書館 当時の帝国図書館）が購入している（表紙見返し 購求印 よる） 。 『撰要両曲巻』は、臼田甚五郎氏の所蔵であり『歌謡集成』に 部影印が紹介されているが、現在の所在は不明である。 「拾菓抄壱冊」も、直恒が収集したものである可能性が高い、と筆者は考えていた。しかし 直恒は『拾菓抄』につ ては全く言及しておらず、その詳細は不明であった。この度、関屋氏が発見した『拾菓抄』写本 『目録』に見える「拾菓抄壱冊」であると考えてよ 。そ 理由を以下に述べる。
岩井家は、明治二二年（一八八九）岩井幸三郎（八代目七郎右衛門）の
病没によって、後継を喪った。その後、岩井家 資料の多くが大西家に伝えられることとなった。この点については、岩井家 末裔 岩井弘氏が書簡のなかで以下のように述べている
（１１）
。
謡本・和本・古文書などが以前はたくさん御座いましたが、終戦の前後に倉庫に疎開したところ、盗難に遭いまして散逸いたしました。重要な本はもっと古い以前に大阪の大西・京都の大江にいっている事は老人たちから聞いております。
傍線部に着目し、 岩井家から大西家に伝えられた多くの資料があること
を最初に紹介したのは、大谷節子氏である
（１２）
。その後、関屋氏が大阪
能楽会館閉館に伴い、 同会館に保存され いた大西家所蔵資料の悉皆調査の過程で、 『拾菓抄』写本を発見した。
大西家が岩
井家と深い関わりがあったこと。 大西寸松が点検し作成した
『岩井家資
料目録』のなかに「拾菓抄壱冊」と記されていること。岩井
家が所蔵
していた資料の多くが大西家に伝わっていること
（１３）
。以上を
総合的に判断し、この度大西家所蔵資料の中から関屋 が見出した『拾菓抄』写本は、岩井家から大西家に伝来したも であると結論づけた。
文久五
年（一八六三）に大西寸松が点検した岩井家資料の宴曲関連書物
のうち、 「実阿筆二冊」は明治末に、 「拾菓集二冊」は終戦前後に、岩井家
か
ら外に出ている
（１４）
。一方、 「拾菓抄壱冊」は、岩井家から大西家
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に伝えられ、その所在を公に知られぬまま大切に保管されていたが、平成二九年（二〇一七）に関屋氏によって見出された。その結果、岩井直恒が収集した宴曲関連書物は、書名不明の「又一冊」を除いて、その全貌が明らかになった。
三、坂阿ー大西家蔵『拾菓抄』書写者ーの筆跡大西家蔵『拾菓抄』の資料的意義について、見通しを三点述べておく。
第一に、 『拾菓抄』の室町期譜本として新たに一本が加わる。大西家蔵本は節付に加えて、フリガナ・濁音表記も付されており、 『拾菓抄』の本文校訂に有用
な伝本である（図２～７参照） 。第二に、その特徴的な筆跡に
よっ
て、本文を書写した人物が特定できる。それは、宴曲中興の祖と称さ
れる坂阿であると考えてよい。第三に、大西家蔵『拾菓抄』の出現 よって、従来の
伝本分類そのものを見直す必要が出てくる
本稿では、このうち第二の点、大西家蔵『拾菓抄』の書写者が坂阿であ
ると考えら
れる点について検討する。
坂阿の伝記的詳細は不明であるが、以下の記事によって延文二年（一三
五七）に道阿か 『異説秘抄口伝巻』の相伝を承けたことがわかる。
於当
道為秘説但坂口平三盛勝音曲五音達者極奥賾上者此当令相伝
者也干時延文第二暦（一三五七）無射下旬之此以正本書写之
沙弥道阿在判（尊経閣文庫蔵『異説秘抄口伝巻』 ）
『異説秘抄口伝巻』は、宴曲百曲の習得者に 授された「替え歌 成」である。
坂阿が相伝を許されたのは、 「音曲五音達者極奥賾（傍線部） 」であ
ったことによる。さらに、この記事によって、坂阿が延文二年には「達者」と評されるほどの存在であったことも確認できる。
坂阿はまた、室町期譜本に多くの節付を残している。現存する坂阿自筆
の施譜奥書
を年代順に示す。
①明徳二年（一三九一）七月廿五日沙弥坂花押（宴曲集三）②明徳二年十一月十五日沙弥坂花押（宴曲抄上）③明徳二年十 月十三日沙弥坂花押（宴曲抄中）④明徳三年（一三九二）二月九日沙弥坂花押（宴曲抄下）
⑤明徳三年六月一日沙弥坂花押（究百集）⑥明徳三年十一月十五日沙弥坂花押（拾菓集上）⑦為後■■■■■差博士■（■は文字を削除
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曲の室町期譜本は、 本文書写者と節付を付ける人物とが異なっているからである。書写者については、それを専門にする「早歌の手書」と称される人々の存在が報告されている
（１５）
。つまり、①から⑩の施譜奥書は、 「早
歌の手書」が書写した本文に坂阿が「音曲五音達者」として節付を記し、それを伝授したことを表している。
言い換えれば、坂阿の自筆として確認できるのは、ここに示した十本の
施譜奥書と
本文中のフリガナおよび音楽表記だけである。
一方、外村久江氏は 昭和三六年（一九六一）に入手した『撰要目録
巻』断簡について、以下 ように推測
裏に、一条院殿良慶親王、宴曲集巻という紙が貼りつけてあり、紙・墨の様子では、室町時代を下るまいと考えられるものであるが、その文字の書きぐせからは、坂阿のものではないか、と推定される。（ 『早歌の研究』
至文堂、一九六五年、
一〇一ページ）
現在、この断簡は国文学研究資料館が所蔵している。 『中世歌謡資料
集』 （国文学研究資料館影印叢書３、国文学研究資料館編、二〇〇五年）に
影印
と落合博志氏による解題が載る。落合氏は、同書解題で以下のよう
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【凡例】
底本は現在、観世流能楽師大西家に伝来し、元大阪能楽会館に所蔵されていた『
拾菓抄』によるものである。外村久江・南都子両氏『早歌全詞
集』 （三弥井書店、一九九三年）と神田裕子氏『能と古注釈』 （笠間書院、二〇
一〇年）の【翻刻凡例】 （二七九
~ 二八〇ページ）にほぼ従った。
一、本書には錯簡がある。詞章の繋がりによって正しい順序を推測する
と以下のとおりとなる。二丁オ・ウ→八丁オ・ウ→四丁オ・ウ～七丁オ・ウ→三丁オ・ウ→九丁オ・ウ（以下、丁の順序どおり） 。翻刻に際しては詞章の繋がりに従って錯簡を正し、現状 丁数を示した。
一、丁替を
明示した。たとえば〈一丁オ〉とあれば一丁表、 「ウ」とあれ
ば裏を示す
。
一、底本には句読点はないが、本曲については句と句の間を一字あけた一、仮名遣いは、底本の通りにした。旧漢字・異体字は通行の字体にし
が、
元のイメージを残すために旧漢字のままにしてある場合もある。た
だし、カタカナの「子」は「ネ」とした。
一、フリガナは は本文の左に片仮名で付けてあるが、右に付けた。一、朱の書込みがある
が、垂れ鍵を含めて省略した。写真を参照されたい。
一、一文字の繰り返し記
号は「々」とした。
一、
底本の濁点は、本文の左、またはフリガナの右に単点で付されているが、漢字の濁点は・、ひらがな 濁点は濁点のあるひらがな、フリガナの濁点は濁点
のあるカタカナで翻刻した。
一、明らかに本文に問題があると判断できる場合に限って、末尾に翻刻注
とし
て記
した。
【翻刻】［本文］〈一丁オ〉拾菓抄
＼管弦曲
＼文字誉
＼仙家道
＼五明徳
＼旅別秋晴
＼暁思留記念
＼恋朋哀傷
＼得月宝池砌
〈一丁ウ〉
＼全身駄都徳
＼江島景
＼諏方効験
〈二丁オ〉
管弦曲
夫管弦ハ天地の始万物の父母たりやな其理を糸竹の間に籠其事
ンハジメバンブツフボ
ソノリシチクアイダコメソノジ
を呂律の内に成す目に見えぬ鬼神妹背の昵こまやかに此性五音
リヨリツウチナ
メ
ヲニイモセムツビ
シヤウイン
に通じて心を
トウ
〈二丁ウ〉和る基なり鳳管琴鼓取々 に曲復異なりといへども龍笛音取ヤワラグモトイ
ホウクワンキンコトリ〝／＼キヨクマタコト
レウテキネトリ
麗周絃斜に調たる糸寄竹の声 合て哀声様々 に顕る甲乙ウルハシクウケンナゝメシラベ
イトヨリタケ
アイアイセウサマ〝／＼アラハカウヲツ
ハ陰陽に象て四絃ハ四序に掌ル凡調子に六儀有其又
インヤウカタドリ
ケンジヨツカサド
テウシリクギアリソレ
〈八丁オ〉十二に別て無調の上下にわたりつ一ゝ音不声の初より五声の信シウジワカレムデウ●ゲ
ヲンフシヤウハジメ
シヤウシン
をおさむる是又今 妙儀なり
此風を遷し俗を易道は只楽より増
イマベウギ
フウウツシヨクカウルタゞガクマサ
れる物ハなし治世の声ハ安楽なり愁を懐民もなく爰知ぬ則
ヂセイ
アンラク
ウレヱイダケルタミ
コゝニシリスナハチ
〈八丁ウ〉百王の理乱ハ声に有或 九照の楽をおこし或ハ七徳の曲を成哀楽ハクワウリラン
アリ
キウセウガク
シキヨクナスアイラク
の異なる是皆五音の為態なり黄帝洞帝の ハ
あの
五奏湯々然たり
コト
インシワザ
クワウテイトウテイガク
ソウタウ／＼ゼン
我朝の聖代の作りし世々の賢き様にも仁和楽やワガテウせイタイツク
カシコタメシニンワラク
〈四丁オ〉延喜楽双調にハ柳花苑何も管弦を賞らる然
レば此器ハ鳳闕
ヱンギラクソウデウリ クワヱンイヅレ
シヤウゼ
シカ
ウツハモノホウケツ
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【凡例】
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明示した。たとえば〈一丁オ〉とあれば一丁表、 「ウ」とあれ
ば裏を示す
。
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が、
元のイメージを残すために旧漢字のままにしてある場合もある。た
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朝庭の重宝清涼殿の御厨子に皆名こそ
だれやなさてもやさ
テウテイヲモキタカラせイリヤウデンミヅシミナ
フリシ
しかりしハ春の鶯囀曲閑き比の花の宴早神無月
サヱヅルキヨクノドケコロ
ヱンハヤナ●
〈四丁ウ〉の風にもろき紅葉の賀の興をまし立舞袖の緑の色ハ青海の波の立
ガケウ
タチマフミドリ
アヲウミ
チ
居に付て哀とハ見きとぞ答けるやな類も稀にいとこよなくイツケアハレ
コタヱ
タグイマレ
様々 なりし女楽に拍子を調し童姿殊にきびハにおかしサマ〝／＼
ヲンナガクヒヤウシトゝノヘワラハスガタコト
〈五丁オ〉き中に立隔ても夕霧の籬ハ外にや異なりけむ名をさへ聞も冷
タチヘダゝ
●マガキヨソコト
キクスゞシキ
ハ夏行瀬々 の河水楽いつ か替る荻の 露吹き結
ブ秋風楽
ユクセ／＼●カスイラク
カハヲギ
フ
シウフウラク
千々の秋をもかぎらぬや兜率の雲に声をそふる弥勒慈尊
●
トソツ
ミロクジソン
〈五丁ウ〉万秋楽狩庭の小野の雪の中に昔 跡
ぬれど放鷹楽の其姿い
マンジユラクカリバヲ
フリ
ハウヨウラクスガタ
かなる木居に懸らん勝に想夫戀ぞ床敷黄帝団乱旋ハ皆舞曲 中
コイカゝル
ゲサウブレンユカシキワウダイトランデン
ブキヨク
の秘説なり清調啄木ハ調子 中 奥積
ヒセツ
せイデウタクボクテウシ
アフセキ
〈六丁オ〉上陽性呂 春の声霓裳性律の秋 調愁場性呂の水の流聞シヤウヤウシヤウリヨ
ゲイシヤウシヤウリツ
シラベシウヂヤウシヤウリヨ
ナガレキク
こそ袖もしほれけれ王昭君が数 の涙柳塞に向し秋の風楊貴妃が
セウクンスカウ
リウサイムカイ
ヤウキビ
一枝の雨梨苑に奏せし春の花青衫いたくうる
シ
リヱンソウ
セイサン
〈
六丁ウ〉
ほすハ潯陽の江の船の曲村上の聖主 給し玄象の撥音妙に
シンヤウヱ
キヨクムラカミセイシユラベタマイケンジヤウバチヲトタヱ
して承傳傳し清涼の秘曲上原石 黄金 柱の辺にハ大絃小絃
セウフツタヱセイリヤウヒキヨクゲンセキシヤウクワウキンデウホトリ
ケン
を和
ゲ
碧玉の柱の間にハ滴歴の銀の声をましふ離鴻は
ヤワラヘキギヨクコトヂアタイ
テキレキカネ
リコウ
〈七丁オ〉秋の霧に咽
ビ
別鶴ハ夜の月に鳴緱嶺の雲にたハぶれし霓裳一声の
キリムセベツカクヨル
ナクコウレイ
ゲイシヤウセイ
鳳管ハ
あの
王子晋が其昔黄笛音を調五声八音を器として四徳
ホウクワン
ワウシシン
ワウテキイントゝノヘゼイ
二調の誉なれバ終にハ楽音樹下の砌功徳池の波に声
テウホマレ
ツイガクヲンジユゲミギリ●チ
〈七丁ウ〉を合せ常楽我浄苦空無我乃至檀波羅闡堤諸波羅蜜の諸 徳
アハジヤウラクガジヤウクク ムガナイシダンバラセンダイシヨハラミツモロ／＼トク
をぞ備べき
ソナフ
文字誉
夫一代教主の御法ハ五時八教に分たり孔老無為の理を説 ミか或
ダイケウシユミノリ
ジケウワカレ
コウラウムイリトク
ハ五常の
シヤウ
〈三丁オ〉道を分
ツなり其言を遷
ス筆跡露の點より伝てぞ三国心を通じけ
ワカツ
ソノコトバウツヒツセキ
テンツタヱ
●トウ
る伏儀氏の天下にわたりしに始て八卦書契を書縄を結し政に易
フツキシ
ガ
ハジメクワシヨケイカキ
ムスビ
●
カヘ
て国を治しより
此
黄帝の御代に移てハ又蒼頡が文
ヲサメ
クワウテイ
ウツリ
サウケツ
〈三丁ウ〉字を学
ビ
懸針垂露反鵲廻鸞龍麟虎爪まで六種の姿を成のミか鬼
ジマナケンシスイロハンジヤククワイランレウリンコサウ
クサスガタナス
キ
龍人鳥四の形梵漢隷字胡文の体皆是其様殊なれど心ハ替ぬ筆のレウジンテウヨツカタチボンカンレイジコモンテイ
サマコト
カハラフデ
跡の跡ふミつくる浜千鳥取々 なる品なれや
ハマ●トリ〝／＼シナ
〈九丁オ〉中にも人 心の花にのミ移ひやすき故かとよいろはにほへどちりぬ
ウツロ
ユヱ
るをわがよに伝ハる日本歌三十文字余のことの葉ハ四十七字
ツタヤマトミソモジアマリ
ヨソナ ジゝ
和
ル
文字をはしとしてわたらぬ道ぞなかりけるされバや圓々海
ヤハラグモジ
ヱン／＼カイ
〈九丁ウ〉得の浪に澄五筆の水茎に顕せる終ハ無明のゑひもせずと連
ル
トク
ススムハヒツグキアラハ
ハテムミヤウ
ツラヌ
文字の誉ならん抑一切の如来ハ阿字文をはなれねば彼八不 中のモジホマレ
サイニヨライアジモン
カノハツフ
不文字の第一の不の不の字ハ是秘蜜の 儀 籠 りいハんやフモジダイフフシ
ヒミツジギコモ
〈一〇丁オ〉四十二字の功徳ハ円融無碍 理にて一字多含を備たり法花八軸
●●●ヱンイウムゲコトハリ
ジタガンソナヘ
ホケヂク
二十八品六万九千三百余字唯是妙の一字なり法蔵比丘の本願ハ
●ホンマンセ●ヨジタゞメウジ
ホウザウビクホングワン
思惟を五劫に送て三祇百劫百万行六字 名号 き まる我シユイココウヲクリ
ギコウマンギヤウジミヤ ガウ
〈一〇丁ウ〉等が五欲の薗の中
チ
暗迷の六の道に幾廻して袖の玉陰らぬ影を
ラヨクソノ
クラキマヨイムツミチイクメグリ
クモ
磨らむなをし教 外 伝賢
キ
諫の不立文字々々にハやすらふ
ミガク
ヲシヘホカツタヱシコイサメフリウモジモジ
道もあらし巴峡山 巴水ハ巴の を作浪 上曲水の遊宴に鸚
ハカウザンハスイジツクルウヘコクスイイウヱンアフ
〈一一丁オ〉鵡盃の盃
あの
石にさハるよどみにハ心竊
ニ松陰の露の言をつゞ
ムハイサカヅキ
イシ
ヒソカカゲ
コトバ
けても流に向て早瀬にいかゞハ子建が八斗の字十八公の栄を
●ムカイハヤキセ
シケントジ
コウヱイ
顕ハ丁固が夢の松の字三刀をかけし夢にハ州の字を作て益州アラハステイコ
ジタウ
シウ●ツクリヱキシウ
の〈一一丁ウ〉刺史に遷しも逢にあえるハ時なり梶の葉に露 玉章を書ながす文シウツリ
アフ
カヂ
タマヅサカキ
字の歌かたハ天の河瀬にや浮らん分て風も身に染比ハ虫の音もも●
アマセウカブ
ワキ
ミシムコロムシネ
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ろき涙も思乱秋の心なれハ愁の字とハよまれけり
ヲモイミダルゝ
ウレヱジ
〈一二丁オ〉千々に物おもふ月影我身一を託てもつもれバ人の老と成て終にハ
●
カコチ
ヲイナリツイ
八字の霜降ぬ呂安が書し鳳の字いかなる恨か残けむ汀にとめ
●フリリヨアンカキホウジ
ウラミノコシ
ミギハ
し水の字ハ汲ども尽せぬ勢に諍を成龍の字空に上し雲の
クメツキイキヲイアラソナスレウ●
ノボリ
〈一二丁ウ〉跡さても天津御神 古時平の大臣の梓弓砂に跡見し沓の字
アマツミイニシヘシヘイヲトドアヅサイサゴ
クツ●
ハ一字千金の酬なり是則文字の徳素戔
ノ烏の尊の昔より書
●キンムクイ
スナハチ●
スサヲミコト
カキ
伝たる磯城嶋の道ある御代ハくもりなく拾集ル玉津嶋神ツタヱシキシマ
ヒロイアツムタマツシマ
〈一三丁オ〉諸共に見そなハし花ハ開て万歳 色月ハ磨て千年 影上治まモロトモ
ヒラキバンゼイイロ
ミガキせン
カミヲサ
バ下安し誰かハたのしまざるべき
シモヤス
仙家道
太上元始の玄宮は構を清虚 間に
シヤウゲンシキウカマヘセイキヨアイダ
〈一三丁ウ〉挟空洞射山の絶限ハ
あの
基を視聴の外に開
ク
三気品を殊にし
サシハサミコウトウヤサンゼツキン
モトイシデホカ
ギシナコト
二儀共に別しより洞天ハ三十六金闕霞にかゝやき福地ハ七十二ジギトモワカレ
トウ
●キンケツ
フク●●
青巌月に敧無為を為態とする白日羽化の倫星の位にセイガンソバダツブイシワザ
ハクジツウクワトモガラホシク イ
〈一四丁オ〉連て上帝に拱する政陰らぬ影をや照らむ三千年にな てふ菓ツラナリシヤウテイケウ●クモ
テラス
トセ
コノミ
の百千度万代を重て盡せぬ水の源菊を洗し流まで汲てしら
モゝタビヨロツヨカサネツキ
ミナモトキクアライ
クミ
る 長ゝ生大茅具茨の幽に深き跡是皆物外の楽ミ
チヤウセイバ グシカスカフ
モツグワイタノシ
〈一四丁ウ〉きハまらず天地を籠し壺の中道徳の薗を開て交久
キ仙遊玉
アメツチコメボウタウソノヒラキマジハリセンイウ
の盃を客に勧てハ石 床嵐に払
ヒ
瓊蘂を摧て朝に服すれバ雲
サカヅキカクスゝメ
イシユカハラケイズイクタ
ブク
の碓水につき／＼しく八傕の礼 調て立舞玉女 袖の
カラウス
〝
イツレイトゝノヘタチマフギヨクヂヨ
〈一五丁オ〉粧紅の雪を翻すも妙なる調に通来て雲吹とむる夕風さヨソヲイクレナイ
ヒルガヘ
タヱシラベカヨイキ
フキ
ても巴卭の橘に其身を屡宿しをきて浜 砂 うちすさミ其
ハケウタチバナ
シバ／＼ヤド
ハママサゴ
乗物を諍けむ二人 翁 閑適商山の昔にも尚立勝る栖家とてノリモノアラソイ
フタリヲキナカンテキシヤウザン
ナヲタテマサスミカ
〈一五丁ウ〉口に含し龍根草則龍に化しつ乗ゝて上 五雲の上勝に及れぬクチフクミレウコンザウレウクワ
ノリボリウンヘゲヲヨバ
様哉玉晨金母東王父羡門高溪安期生太真の秘録 預て無窮タメシカナギヨクシンキンモトウワウブセンモンカウケイアンギセイシヒロクヅカリブキウの庭に自得するも同一涯の内なれバ聖君 壽域と
ニハジトク
オナジクガイウチ
セイクンシウイキ
〈一六丁オ〉均かるべき物をやヒトシ
五明徳
五明ハ帝規のくもらぬ道を顕
スのミならず月を隠て懐に入る楽
テイギ
アラハ
カクシフトコロ
ラク
天の露のことの葉皆賢聖の風 仰便として
ン
ケンセイ
アフグタヨリ
〈一六丁ウ〉炎暑を盡ス翫物たり彼軽箑を退て官爵を栻 せし晋の十ヱンシヨツクモテアソビ
ケイサウシリゾケクワンシヤクシキイ
シン
四年の花省秋の思ひを動して勝にあだならぬかたミかハ婕婦が載
クワせイ
ウゴカ
ゲ
セウヨサイ
せし紈素 色雪を集閨の裏に涼き夜半や積らむ分て
クワンソ
アツムルネヤウチスゞシハツモル
ワキ
〈一七丁オ〉哀も深夜の程なく明行し ゝめ思ひミだれししる 扇桜のアハレフカキ
アケ
アフギ
三重がさねに霞
ル空の月をうつす水茎の絶ぬ名残おぼろけならぬ
ヱ
グキタヱ
契の末さも假借や残けむそよや九夏 天 手も
スヱ
ナツカシクノコ
キウカ
テ
〈一七丁ウ〉たゆく鳴ス扇ハ是や此蝙蝠 蝙蝠 飛通羽風も品殊に故ある其様
ナラアフキ
ヘンフクカハボリトビカフ
シナコトユヱソノサマ
なるらむ夏終扇に契を結置て 白露のたまらす乱て草 葉末に
ハツルアフキ
ムスビヲキ
ミダレ
ズヱ
音信ハ今将秋の初風緑 眉 透扇の差ヲトヅルゝイマハタツミドリマユスきアフキサシ〈一八丁オ〉て忘ぬ妻と見えし豊 明の面影一輪の明月雲宵を出と書すさむ
ワスレツマ
トヨアカリ
リンメイゲツウンセウイヅカキ
扇の匂深かりし袖の別を翻して教 外の賢法に覚入にしアフキフカ
ワカレヒルガヘ
ヲシヘホカカシコキノリサトリ
信の道そも有難くぞおぼ る遍照 光 山に隠れマコト
アリガタ
ヘンセウテウザンカク
〈一八丁ウ〉ぬれば扇を挙て暫
此其姿に喩けるも玉の泉の清流五の
アゲシバラク
スカタタトヘ
イツミキヨキナカレイツゝ
塵をや洗らん心を同し悦を合
ル貞臣代々を重
ル竹の声花
チリアラフ
ヲナジク
ヨロコビアハステイシン
カサヌ
ハナヤカ
に鶴の翅は雲居まで翔て名 や上べき
ツバサイ
カケリ
アグ
〈一九丁オ〉
旅別秋晴
旅別ハ是客の思行路ハ又友 したふ何も哀ハかはらねど殊に分
●カク
カウロトモ
イヅレアハレ
コトワリ
なく切なるや餞別ハ秋の情ならむ思立より峯の秋霧隔つ過ゝ来
セツ
センベツ
ナサケ
ヲモイタツ
●ヘダテ
スキコ
し方も遠ざかれ
トヲ
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〈一九丁ウ〉は麓の里を外に見て駒並て向
フ嵐の跡よりしらむ横雲の絶々残
フモト
ヨソ
ナベムカ
ヨコ●タヱ〝／＼ノコル
篠の目又いつかハ會坂の椙の梢を過がてに風にまねくか篠薄シノメ
アフサカスキコスヱギ
ホノカ
シノズゝキ
見てたに行んと名残をとむる関の戸をあけてもしバし俳
ユカ
せキト
ヤス
〈二〇丁オ〉佪ど思ひとがむる人もなし
此山は雲に連
リ
野原ハ煙の末遠海ハ浪
ラヘ
ツラナ
●
スヱトヲク
を凌ても旅の情ぞ忍難キ東屋の真屋の余に恋しけれバ只かり
シノギ
ナサケシノヒガタアヅマヤマヤアマリコイ
タゞ
そめの雨宿にたちよる友 往摺にもいざや古郷人に言伝
ン
アマヤドリ
トモユキズリ
フルサト●コ ツテ
〈二〇丁ウ〉分ぬすさみもおかしきハ主さだまらぬ浮れ妻の妻よぶ男鹿の真葛原ワカ
ヌシ
ウカヅマツマヲシカマクス
になれも恨て音を立や同涙の類ならむ凡日を次夜を重きて
ウラミネタツルヲナジタグイ
ツギカサネ
も旅衣の露を片敷草枕に結契ハあだながら思ひ 残
ス
●
カタシク
ムスフ
ノコ
〈二一丁オ〉夜半の床に蛬の声急しき事 や勝にさバ嫌らん今将さびし
ユカキリ〝／＼スイソガハ
ゲ
キラフ
イマハタ
くよはる虫秋の霜のをきあえぬ寝窹をすゝめつやゝがて明行鳥の
ムシ
ネザメ
アケユク
音そよや千種百種風になびき思ひ だるゝ苅萱名も昵ネ
カルカヤナムツマシキ
〈二一丁ウ〉女郎花の花にハ誰かめでざらむまバらにふけ 板廂に夜ハすヲミナべシ
タレ
イタビサシ
にねられめや北斗の星の前にハ旅雁 横へ南楼の月の下には寒
ホクトシマヱ
リヨガンヨコタナンロウ
モト
カン
衣の砧の音さひし閨月冷を愁ふるも只暁 空に有イキヌタヲト
ケイゲツスサマジキウレ
タゝ
アリ
〈二二丁オ〉時しもあれや秋の別を何様 せむ猿ハ夜さむ 風厭敷早九月の
ワカレイカサマ
サル
イトハシクハヤナガ●
初三夜玉にまがふ露を だり弓 似たらん三か月の入方ミゆるソヤ
ミカ●
ル
山の端に
此心細雲間の光蘭蕙苑の嵐の紫を摧
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ハライ
〈二七丁オ〉雨を凌て袖ヲひたすひたすらなれこし古を誰にか今ハ語ハん
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イニシヘタレイマカタラ
殊に分なくきこえしハ秋の心を傷むる夕霧の隔なかりし中柏コトワリ
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木の散にし古郷にさびしく残落葉までもいかゞハあだに思●チリフルサト
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〈二七丁ウ〉ハんよしやさば今生世俗の昵を当来讃佛乗の因として浄蔵浄
コンジヤウゾクムツビタウライサンブツぜウイン
ジヤウザウジヤウ
眼の賢跡や無着世親にこと らず兜率の臺を共に餝一乗のゲンカシコキ
ムヂヤクシン
トソツウテナトモカザリゼウ
筵に座を連ね乃至一念無上の九 品蓮の露にムシロザツラナイシネンムシヤウコゝシナハチス〈二八丁オ〉契をなどかハ結ばざるべき
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各留半座の誓かハらず閻浮の友をぞカクルハンザチカイ
ヱンブトモ
待べきマツ
得月寶池砌
山ハ是万歳の嵐の に渓 又千秋 流久しく法水すめる寶池
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タニ
シウナガレヒサ
ホツスイ
ホウチ
望ノゾメ〈二八丁ウ〉ハ則法流湛々として此功徳池の浪にことならず蓮ハ衆色を染出
スナハチホウリウタン／＼
●チ
ハチスシユシキソメイダ
せる汀は妙なる薫香風に満盈り沈麝匂をまじへつ香ゝ煙雲 や
ミギハタヱクンキヤウチミテヂンジヤニホイ
カウヱン
上らむ倩静におもんミるに深心を汲てしる其源ノボル
ツラ／＼シヅカ
フカキクミ
ミナモト
〈二九丁オ〉訪へバ五家七宗と伝て仮に暫名をや分けむしかれバ道をトブラ
ケシウツタハリ
カリシバラクナワカチ
求叢林ハ所しげれと
此
砌に敷ハなく御法の筵を広寅
モトムクサムラハヤシトコロ
ミギリシク
ノリムシロヒ クノベ
忍辱の室鎮に荘厳玉を厳つ星ゝを連
ル
袂ハ解脱の威
ニンニクムロ コシナヘシヤウゴンタマカザリ
ホシツラヌタモトゲダツイ
〈二九丁ウ〉儀を刷朝々 の勤行夜々法燈を挑 か彼も是もよしやげギカイツクロフアサナ／＼ゴンギヤウヨナ／＼ホツトウカゝグ
カレ
に唯一筋に壁に向バ微細の霧空晴て澄ば心の陰なき
此月を
タゝスヂカベムカミサイ
ハレスメ
クモリ
得たる楼閣の名を顕せる臺なれバ清光を磨つさゝヱロウカク
アラハウテナ
キヨキミガキ
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三〇丁オ〉
ハりの雲をぞ拂べき宜哉逢春閣 名にしほひて覚の花 こゝに
ハラフ
ムベナルカナホウシユンカク
サトリ
して春に會扉に開ん又側を礼すれば蘇碧 上補陀落の聖容
アフトビラヒ ケ
カタハラレイ
ザンヘキウヘフダラクせイヨウ
かたじけなく烏瑟を並て普擁護 垂給一心
ウシユツナラベアマネクヲウゴタレタマフシン
〈三〇丁ウ〉
頂礼観世音薩埵抑あふひで是等の誉をおもへバ発願の賢恵よチンリンクワンシインサツタ
コレラホマレ
ホツグワンカシコキメグミ
り開山の貴跡を残利益ハ末代を鍳てや漏さず機を 治けむ
カイサンタツトキノコスリヤクマツダイカゞミ
モラキヲサメ
そよさば教の外の伝
あの
機前會得の古を誰かは
ヲシヘホカツタヱ
キぜンヱトクイニシヘタレ
〈三一丁オ〉輙弁ん唯心意識を離ても猶一刀を下ざらめや其功必至てタヤスクワキマヱタゝシンイシキハナレ
ナヲタウクダサ
コウカナラズイタリ
は法界悉道ならむ
ホウカイコト〝／＼クダウ
全身駄都徳
倩おもん見れバ宇礼志喜哉憑敷哉ツラ／＼
ウレシキカナタノモシキカナ
〈三一丁ウ〉生身在世に異ならず全身の駄都に會奉
ル
曠劫の因浅からず多
シヤウジンザイコト
●
●アイタテマツクワウゴウインアサ
タ
生の縁深に有されバ栴檀の煙雲晴て恋慕の思をあらため眼前シヤウヱンフカキアリ
センダン
ハレレンボ
マノアタリ
遠身玉耀の厳を拝悦せし正に過分の巨益 やユイシンギヨクヨイツクシミハイヱツ
マサクワブンコヤク
〈三二丁オ〉なぐさミけむ然して香性が分布の勅命八国 諸王 及し人天
シカウカウジヤウブンフチヨクメイコシヨワウヲヨボニン●
六種に普ク内薫の哀愍鎮に外に済度の方便 広し遠西天月ロクシユアマネナイクンアイミントコシナヘホカサイドハウベンヒロトヲクサイテングワツ氏の堺より近東土震旦 医王山青龍寺にもかきらず縁はシサカイ
チカクトウドシンダンイサヤウリウジ
ヱン
〈三二丁ウ〉時の宜に任れバ流転所々に事殊に相丞其機にかぶらしむ先ハ
ヨロシキマカス
ルデントコロ〝／＼コトサウぜウキ
マヅ
我朝仏法最初 執政用明の太子掌の玉 臺に誕生の奇瑞ワカテウブツホウサイシヨツセイヨウメイシタナゴゝロ
ウテナタンジヤウキズイ
様々 に終に南無仏の詔帰教の基をや顕しけむ法サマ〝／＼ツイナムブツミコトノリキキヤウモトイアラハ
ホウ
〈三三丁オ〉隆寺の道場鍳真の崇し招提寺摩尼宝殿の徳用何ぞ外 求めんリウジダ ヂヤウガンジンアガメセウダイジニホウデンイナニカモト光ハ金輪際をつく四禅無色 雲を分或ハ塔婆を三十 天 月に磨
コンリンザイ
ぜンムシキ
ワク
タウバ●●
ミガキ
或ハ獅子国臨幸の砌にハ現身に御法
シコクリンカウミギリ
ゲンジンミノリ
〈三三丁ウ〉を説給抑全身舎利宝篋印神咒の陀羅尼門密蔵 深旨及難
ク
深
トキタマフ
●シヤリホウケウインジ シユダラニモンミツザウジンシオヨビガタフカキ
が中になを深ハ瑜伽真実 深秘密誰か 輙のべつくさん
此天の
フカキユガシンジツンヒミツタレタヤスク
アメ
下をうるほす請雨の法の法験も只彼威力によりてシタ
シヤウウノリホ ゲンタゞカノイリキ
〈三四丁オ〉なり神泉霊池の分身龍神八部の擁護も故あなる物をな羅漢 遺
シンゼンレイチフンジンリウジンハチブヲウゴ
ラカンユイ
教流布も又遺身駄都の加披なりさても世々の名匠の将来々々 のケウルフ
ユイシン●カビ
メイシヤウシヤウライシヤウライ
昔ハ區なれど今に代々 の勅封かたじけなくもやたえ
マチ／＼
ダイ〝／＼チヨクフウ
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ラカンユイ
教流布も又遺身駄都の加披なりさても世々の名匠の将来々々 のケウルフ
ユイシン●カビ
メイシヤウシヤウライシヤウライ
昔ハ區なれど今に代々 の勅封かたじけなくもやたえ
マチ／＼
ダイ〝／＼チヨクフウ
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〈三四丁ウ〉や甲乙の尊容数粒を益是則東寺一流の誉として世に又類ぞな
カウヲツソンヨウシユリウマススナハチトウジリホマレ
タグイ
かりける凡明王のくもらぬ政もげに此玉体威神力を廻して撫民
メイ
ギヨクタイイジンリキメクラ
ブミン
の枢を憐されバ仏日日域を朗に東漸の光益々に光を垂
ル
トボソアハレム
ブツニチジチイキホガラカトウぜンマス／＼
タル
〈三五丁オ〉応用ハ数恒河の砂も限あり形ハ米粒 ことならねど金剛の杵もヲウイウカズゴ ガサゴカギリ
カタチマイリウ
コンガウシヨ
摧ズ
あの
堅固法体の体として法身常住をあらハすまぢかき代の事
クダカ
ケンゴホツタイ
ホツシンジヤウヂウ
なれど貴かりし奇特ハ春日陰らず光を和くる瑞
タツト
●
ヤワラタマ
〈三五丁ウ〉籬より明けき恵の渡天の道を諫と高山寺に送し二粒の舎利ガキ
アキラメグミトテン
イサメンカウぜ ジヲクリリウシヤリ
解脱の信をぞ示けるそよや霞
ル春の朝緑のどけき日影ハ薄紅
ゲダツマコトシメシ
ミトリ
ウスグレナ井
の桜をかざす花の会秋の時雨や露霜の色々に
ヱ
イロ／＼
〈三六丁オ〉染成夕栄の梢をかざる紅葉の会糸竹の調 整
ヘ
廻雪の袂を連
ソメナスバヘ
ヱシチクシラベトゝノクワイセツタモトラ
ぬる儀梵音和雅の妙なる声かしこに勤こゝに修する所々霊場の
ギボンヲンワゲタヱ
ツトメ
シユ
シヨ／＼レイヂヤウ
法則専只此敬礼天人大覚尊重讃歎の値遇結縁皆ホツソクモツハラタゞコノキヤウライニン●カクソンヂウサンダンチグケチヱン〈三六丁ウ〉恩徳広大の慈愍にありいかで 我等報謝せむ伏乞 長地久の祈ヲンドククワウ●ジミン
ワレラホウシヤ
フシテコフチヤウチキウキ
願成就一花一香 手向までも早覚の花をきざせとなりいハんグワンジヤウジユケカウタムケ
ハヤクサトリ
や諸仏滅度已供養舎利者起万億種塔金銀及玻梨車渠乃
シヨブツメツドイクヤウシヤリシヤキマンヲクシユタウコンゴンヲヨビハリシヤコナイ
〈三七丁オ〉至瑠璃珠等の巌飾荘厳の功徳喩ていハん方もなし勝計 詞もシルリシユトウゴンジキシヤウゴンクドクタトヱ
カタ
ケウゲコトバ
及れずヲヨバ
江嶋景
虚無縹緲の堺かすかにして至難けれバ雲蓬露萊の棲空しく名をキヨブヘウベウサカイ
イタリガタ
ウンホウロライスミカムナ
のミ〈三七丁ウ〉きく此尋やすく行やすきハ大樹営 とをからぬ江 嶋の形勝
タヅネ
ユキ
シウヱイ
ヱ
ケイセウ
倩舊記を訪に巨霊の神贔屓と力をこらして欹いだせる石巌ツラ／＼キウキトブラフヨレイカミヒイキチカラ
ソバタテ
セキガン
塩合細線の道に歩をすゝめつ岩ゝ根伝に攀上四望眼にきシホアイホソキイトスヂ
アユミ
ヅタイヨヂノボリバウマナコ
〈三八丁オ〉ハまらず先松壖を礼すれバ垂迹を顕
ス大弁才々々富貴のみなら
マヅセウゼンライ
スイシヤクアラハ●ベンザイベンザイフツキ
ず様々 の願を三の峯三天の姿に象て
あの
花は曼荼の春の霞
サマ〝／＼ネガイ
スガタカ ドリ
マンダ
紅葉ハ色相の秋の風限ぬ草木の末までも恵の露をやそゝくらん
シキサウ
カギラ
スヱ
メグミ
〈三八丁ウ〉鵙居ル荒磯ぎハの嶋廻あまたの龍穴殊に奇深御法の底までもミサゴイルアライソ
シマメグリ
リウケツコトアヤシクフカキミノリソコ
そも掲焉道なれや断岸に横舟碇綱を木陰に結てや干潟を
イチシルキ
ダンガンヨコダハルイカリヅナコカゲムスヒ
ヒカタ
求朝なぎに拾袂の玉や如意珠勝に其意の如なり或ハモトメシ
ヒロフタモト
ニヨイシユゲコゝロゴトク
〈三九丁オ〉蒼龍篪を調或ハ文魮の磬を鳴も八百万代の糸竹妙なる声 やサウレウチシラベ
ブンヒケイナラスヤヲヨロヅイト
タヱ
通らん鮫室に亀鳴て
あの
暮行空の雨ぞゝきやかて晴ぬる夕就日の
カヨフ
ケイシツカメナイ
アメ
イフヅクイ
紅輪を沈青海にかハりて月ハ中空の雲より伊豆コウリンシヅムルアヲ
●
イヅ
〈三九丁ウ〉の大嶋々 見えて彼方是方の浪間分夜舟漕音ぞ寝窹 浮枕抑役
ヲホシマ〝／＼
カナタコナタマワケ●コグヲトネザメウキ
ヱン
優婆塞を初て賢
クきこえし古の代々の龍象金色の巌掘にして
ウバソクハジメカシコ
イニシヘ
リウザウコンジキガンクツ
正に尊神の御顔を拝せし蜜蔵の重宝を納置マサソンシンミカヲハイ
ミツザウテ ホウヲサメヲキ
〈四〇丁オ〉て利益を施ス東海浪 白木綿掛もかたじけなくも諸人の祈手
リヤクホドコトウカイ
シラユフカケマク
モロ●イノルタ
向になびきつ袖ゝ吹なるゝ追風神さびまさる瑞籬の久宮居の富ムケ
フキ
ヲイ
ミヅカキヒサシイトメル
栄幾春秋を重んサカヘイク
カサネ
諏方効験
〈四〇丁ウ〉夫神鏡ハ機を鋻て影を浮
ベ
瑞籬ハ地を撰で跡を垂彼是共にかなひ
シンケイキカゞミカゲウカズイリ
ヱラン
タルカレコレトモ
つ万ゝ州に感応を施スされバや当社明神遠異朝の雲 凌
バンシウカンヲウホドコ
タウシヤミヤウジントヲクイテウ
シノギ
近扶桑の塵ニ交ル本地を遥に訪へバ普賢十願の誓チカフサウチリマジハホンヂハルカトブラ
フゲン●グワンセイ
〈四一丁オ〉約ハ発露を無為の都に打払
あの
千手千眼の願望ハ円満無碍の巷に
ヤクホツロムイミヤコウチハライ
ジユセンゲングワンマウヱ ンムゲチマタ
満
ツ
しかれバ上万乗の玉の臺々を潔く照満陰らぬ政に光をそ
ミ
カミバンゼウ
ウテナウテナイサギヨテラシミテクモ●
へ下万民の柴の枢々を憐擁護ハ利益鎮に
シモバンミンシバトボソ／＼アハレムヲウゴリヤクトコシナヘ
〈四一丁ウ〉益々なり或ハ霊地をかしこにしめ或ハ勝地 こゝにつぐ尊号を上マス／＼
レイチ
セウチ
ソンガウ●
下に分てハ貴賤踝を廻して感嘆の功をはこバしむ諏方の御渡●ワカチ
キセンクビスメグラ
カンダンコウ
スハミワタリ
の深誓須賀の荒野の広恵雨露 恩にことならず
フカキチカイスガアラヒロ メグミウロヲン
〈四二丁オ〉
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至ざる草木の本もあらじ大慈大悲の本誓遍利物の道しあれバイタラ
モト
●ジヒホンゼイアマネキリモツ
順縁逆縁皆漏さず眉白の鷹のはだれの雪つもれる罪も跡なく消ジユンヱンギヤクヱンミナモラ
マジロタカ
ツミ
キヱ
行煙の下に咽ビ子をおもふ雉も帰てハ翼高法性の空
シタムセ
キヾスカヘリ
ツバサタカクホツシヤウ
〈四二丁ウ〉にや翔らん小鹿の角の時の間仮の其身を手向バ鹿野苑に説し法
カケ
ヲシカツノ
カリソノタムケロクヤヲントカレノリ
の覚の道こそ入ぬべき蹄を叢になづまざれ鵜舟にともす篝火
サトリ
ヒヅメクサムラ
ウ●
カゞリビ
も後の暗路を照べき光や和光のしるべならむ
ノチヤミヂテラス
ワクワウ
〈四三丁オ〉中にも済度 方便掲焉頓に生死に沈ぬしるしな や楠井の池の浪
サイドハウベンイチハヤクトンシヤウジシヅメ
クズイケ
の白木綿かくと見えて国の境も遠海のさ ぎ 汀に浮
ブなるも故
シラユフ
サカイトヲキ
ミキハウカ
有てぞや覚る彼是奇瑞様々 なれバあなかまあだならぬ標示
●カレコレキズイサマ〝／＼
ヘウジ
〈四三丁ウ〉と仰べし穂屋 薄のいとしげき節々の祭礼新に何も時にこと
アフグ
ホヤスゝキ
ヲリ／＼サイレイアラタヅレ
なれど先は木曽路の桜の花籃目並梢も らず霞
ル比の浄楽会
●ソヂ
ガタミメナラブ
コロジヤウラクヱ
賤土が早苗を取々 にきわふ営の五月会今ハ早夏シヅサナヘトリ〝／＼
イトナミサヱイマハヤ
〈四四丁オ〉六月の御手作のいねてふ一夜 程もなき秋 栄の神態御射山祭ミナ●ミテヅクリ
サカヘンワザミサマツリ
ハ七月の末身に染秋の風になびく矢並乱て者 武露分衣の日も
フスヱ
シム
ヤナミミダレモノフ
ワケ●
夕栄の色々に袖に移花摺げに故々敷そ見ゆな
バヱ
ウツロフズリ
シク
〈四四丁ウ〉さても冬籠御室は安名尊凍 契を結てや時をも分ずうかぶ贄
ゴモルミムロアナタウトツラ／＼
ムスビ
ワカ
ニヘ
せめても浅からぬ結縁に深心を顕
ス
普門の誓に任てや春秋冬
アサ
ケチヱンフカキアラハフモンチカイマカセ
シユンシウトウ
夏を分なる春秋の宮の宮居こそ花さき実なる恵とおもへバカワカツ
イ
ミメグミ
〈四五丁オ〉なを憑敷ハおぼゆれ四 御柱片柏も内證四無量四抄かとよ又
タノモシク
ヨツヲンバシラカタカシハナイセウムリヤウせ
幼稚竹馬をぞ憐べき稚の名にしほふ児宮凡弁才十五の部類皆一ヨウチチクバアハレム
キビワナ
チゴ
ベンザイ●ブル
天四海を加護せしむ抑桓武の御宇延暦 古にし年とかや
カイカゴ
クワンムギヨウヱ リヤクフリ
〈四五丁 〉秋の田村のほのかにきく彼右幕下の古戦場の道に赴しに近ま
ムラ
カノイウバツカイニシヘせンヂヤウ
ヲモムキ
チカ
もりにあひそへし神威の兵革かたじけなく終に勅命を全スか
シンイヒヤウガク
ツイチヨクメイマタウ
のミならず代々 征罰 かへりミて朝家こと 此神を重すれバ
せイバツ
テウカ
シンヲモク
〈四六丁オ〉
誰かハ首を垂ざらむそよや倩仰ておもへバ天下坐神のしるしタレカウベタレ
ツラ／＼アヲイ
アマクダリマス
示梶の葉何も常葉の色なから織女牽牛のたえせぬ秋 手向までもシメスカヂ
イツトキ
タナバタヒコボシ
よしあなる物をな
〈四六丁ウ〉白紙【翻刻注】大西家本の本文（フリガナ）に問題があると考えられる場合について、冷泉家本・尊経閣本の該当箇所を掲出する。
６丁ウ
間アタイ
冷泉家本
―
間尊経閣本
―
間
アイタ
アイタ
１７丁オ
残けむノコ
冷泉家本
―残けむ
尊経閣本
―残けむ
ノコリ
ノコリ
２５丁ウ
哀
哀の右に「愛」の傍書がある。
アイ
２５丁ウ
堺
堺の右に「境」の傍書がある。
サカイ
４０丁ウ
近チカ
冷泉家本
―近
尊経閣本
―近く
チカク
チカ
４４丁ウ
凍ツラ／＼
冷泉家本
―凍
尊経閣本
―
つらゝ
ツラヽ
注（１）宴曲伝本に関する主要先行研究を以下に示す。
①外村久江氏『早歌の研究』 （至文堂、一九六一年）②新間進一氏「撰要目録・宴曲集解説」 （日本古典文学大系『中世近世歌謡集』岩波書店、一九五九年）③外村久江
氏・外村南都子氏校注『早歌全詞集』解題（三弥井書店、
一九九三年
）
④伊藤正義氏『冷泉家時雨亭叢書宴曲上』解題（朝日新聞出版社、一九九六年）⑤岡田三津子編著『早歌の伝流と継承』 （三弥井書店、二〇一七年）
（
２）
前掲注（１）―⑤「早歌関係資料」参照。
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至ざる草木の本もあらじ大慈大悲の本誓遍利物の道しあれバイタラ
モト
●ジヒホンゼイアマネキリモツ
順縁逆縁皆漏さず眉白の鷹のはだれの雪つもれる罪も跡なく消ジユンヱンギヤクヱンミナモラ
マジロタカ
ツミ
キヱ
行煙の下に咽ビ子をおもふ雉も帰てハ翼高法性の空
シタムセ
キヾスカヘリ
ツバサタカクホツシヤウ
〈四二丁ウ〉にや翔らん小鹿の角の時の間仮の其身を手向バ鹿野苑に説し法
カケ
ヲシカツノ
カリソノタムケロクヤヲントカレノリ
の覚の道こそ入ぬべき蹄を叢になづまざれ鵜舟にともす篝火
サトリ
ヒヅメクサムラ
ウ●
カゞリビ
も後の暗路を照べき光や和光のしるべならむ
ノチヤミヂテラス
ワクワウ
〈四三丁オ〉中にも済度 方便掲焉頓に生死に沈ぬしるしな や楠井の池の浪
サイドハウベンイチハヤクトンシヤウジシヅメ
クズイケ
の白木綿かくと見えて国の境も遠海のさ ぎ 汀に浮
ブなるも故
シラユフ
サカイトヲキ
ミキハウカ
有てぞや覚る彼是奇瑞様々 なれバあなかまあだならぬ標示
●カレコレキズイサマ〝／＼
ヘウジ
〈四三丁ウ〉と仰べし穂屋 薄のいとしげき節々の祭礼新に何も時にこと
アフグ
ホヤスゝキ
ヲリ／＼サイレイアラタヅレ
なれど先は木曽路の桜の花籃目並梢も らず霞
ル比の浄楽会
●ソヂ
ガタミメナラブ
コロジヤウラクヱ
賤土が早苗を取々 にきわふ営の五月会今ハ早夏シヅサナヘトリ〝／＼
イトナミサヱイマハヤ
〈四四丁オ〉六月の御手作のいねてふ一夜 程もなき秋 栄の神態御射山祭ミナ●ミテヅクリ
サカヘンワザミサマツリ
ハ七月の末身に染秋の風になびく矢並乱て者 武露分衣の日も
フスヱ
シム
ヤナミミダレモノフ
ワケ●
夕栄の色々に袖に移花摺げに故々敷そ見ゆな
バヱ
ウツロフズリ
シク
〈四四丁ウ〉さても冬籠御室は安名尊凍 契を結てや時をも分ずうかぶ贄
ゴモルミムロアナタウトツラ／＼
ムスビ
ワカ
ニヘ
せめても浅からぬ結縁に深心を顕
ス
普門の誓に任てや春秋冬
アサ
ケチヱンフカキアラハフモンチカイマカセ
シユンシウトウ
夏を分なる春秋の宮の宮居こそ花さき実なる恵とおもへバカワカツ
イ
ミメグミ
〈四五丁オ〉なを憑敷ハおぼゆれ四 御柱片柏も内證四無量四抄かとよ又
タノモシク
ヨツヲンバシラカタカシハナイセウムリヤウせ
幼稚竹馬をぞ憐べき稚の名にしほふ児宮凡弁才十五の部類皆一ヨウチチクバアハレム
キビワナ
チゴ
ベンザイ●ブル
天四海を加護せしむ抑桓武の御宇延暦 古にし年とかや
カイカゴ
クワンムギヨウヱ リヤクフリ
〈四五丁 〉秋の田村のほのかにきく彼右幕下の古戦場の道に赴しに近ま
ムラ
カノイウバツカイニシヘせンヂヤウ
ヲモムキ
チカ
もりにあひそへし神威の兵革かたじけなく終に勅命を全スか
シンイヒヤウガク
ツイチヨクメイマタウ
のミならず代々 征罰 かへりミて朝家こと 此神を重すれバ
せイバツ
テウカ
シンヲモク
〈四六丁オ〉
誰かハ首を垂ざらむそよや倩仰ておもへバ天下坐神のしるしをタレカウベタレ
ツラ／＼アヲイ
アマクダリマス
示梶の葉何も常葉の色なから織女牽牛のたえせぬ秋 手向までもシメスカヂ
イツトキ
タナバタヒコボシ
よしあなる物をな
〈四六丁ウ〉白紙【翻刻注】大西家本の本文（フリガナ）に問題があると考えられる場合について、冷泉家本・尊経閣本の該当箇所を掲出する。
６丁ウ
間アタイ
冷泉家本
―
間尊経閣本
―
間
アイタ
アイタ
１７丁オ
残けむノコ
冷泉家本
―残けむ
尊経閣本
―残けむ
ノコリ
ノコリ
２５丁ウ
哀
哀の右に「愛」の傍書がある。
アイ
２５丁ウ
堺
堺の右に「境」の傍書がある。
サカイ
４０丁ウ
近チカ
冷泉家本
―近
尊経閣本
―近く
チカク
チカ
４４丁ウ
凍ツラ／＼
冷泉家本
―凍
尊経閣本
―
つらゝ
ツラヽ
注（１）宴曲伝本に関する主要先行研究を以下に示す。
①外村久江氏『早歌の研究』 （至文堂、一九六一年）②新間進一氏「撰要目録・宴曲集解説」 （日本古典文学大系『中世近世歌謡集』岩波書店、一九五九年）③外村久江
氏・外村南都子氏校注『早歌全詞集』解題（三弥井書店、
一九九三年
）
④伊藤正義氏『冷泉家時雨亭叢書宴曲上』解題（朝日新聞出版社、一九九六年）⑤岡田三津子編著『早歌の伝流と継承』 （三弥井書店、二〇一七年）
（
２）
前掲注（１）―⑤「早歌関係資料」参照。
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（３）前掲注（１）―⑤「伝本一覧」 「宴曲古写本書誌一覧」参照。（４）発見の経緯については、関屋氏「大阪能楽会館蔵 整理」 （ 『ニュー
ズレター第７号』関西大学なにわ大阪研究センター、二〇一七年一〇月）に詳しい。
（５）大谷節子氏「京観世岩井家の明和本批判―岩井七郎右衛門家旧蔵文
書から」 （ 『能と狂言』六号、二〇〇八年四月） 。
（６） 『岩井家代々御法名』以下、 「曾祖父寸松のこと」に至る大西 と岩
井家との関わりについては、注（５）大谷氏論考および関屋氏からの資料提供に基づいて、岡田が記した。
（７） 『岩井家所蔵目録』を最初に紹介したのは大谷節子氏である。二〇
一一
年六月一一日の六麓会例会における「岩井弘氏蔵岩井七郎右衛
門家資料をめぐって」と題する口頭発表資料のなかに「岩井家所蔵目録」の概要が示されている。拙稿「 『岩井家所蔵目録』をめぐ 文化的状況ー所載宴曲関連書目の再検
討ー」 （ 『謡を楽しむ文化―京都の謡の風景ー』日本伝統音楽研
究センター研究報告、二〇一六年一〇月）
（８）現在、 『目録』は岩井家の末裔である岩井弘氏（京都市立芸術大学
名誉教授）が所蔵している。岩井氏の許可 得て、写真を掲載する。
（９
）拙稿「岩井直恒の宴曲 拾菓集』書写」 （ 『大阪工業大学研究紀要』人文社会編、巻２号、二〇一四年二月）
58
（１０）前掲注（９）拙稿参照。文学部から付属図書館への管理替えの際
の図書カー
ドに「弘文荘」とある。
（
１１）
野々村戒三氏が「京観世五軒家の内岩井家の後裔」 （ 『観世』一九
六八年一〇月号）において紹介した書簡の一部である。
（１２）前掲注（７ および注（５）参照。（１３）関屋氏「大西家所蔵狂言資料について」 （平成年度関西大学創
28
立周年記念特別研究費〈なにわ大阪研究〉研究成果報告書『なに
130
わおおさかの「笑い」に関する調査と研 』関西大学なにわ大阪センター）において、岩井家から大西家に移った狂言資料五種を紹介している。 よび前掲注（９）拙稿参照。
（１４）前掲注（１）―①『早歌の研究』 、および注（１）―⑤「早歌関
連
資料
」 。
（１５）前掲注（１）注―⑤「宴曲古写本書誌一覧」二六ページ。（１６）坂阿の筆跡について、外村久江氏は次のように述べている。
「
坂
阿の筆跡は特異な、個性的なもので、そのため、後に書写す
る人に誤ってとられることが多い。歌曲の歌詞の部分は当時の達筆者が書いているので、まことに読みやすいのであるが、坂阿が書き入れた節博士や読み仮名には後の人による誤写が多く、宮商角徴羽等の曲譜の文字は後ほとんど正確に伝わらない状況 。 」 （ 『鎌倉文化の研究』三弥井書店、一九九三年、二八九ページ） 。
（１７）神田氏『能と古注釈』第三章第二節「金春宗家蔵『宴曲集巻一』
をめぐって」および附録 金春宗家蔵『宴曲集巻一』影印・翻刻・解題」 （笠間書店、二〇一〇年） 。
（１８）前掲注（１７）神田氏「金春宗家蔵『宴曲集巻一』をめぐって」
参照。
（１９）前掲注
( １８
) 神田氏論考が指摘する「助音」 「商」 「角」の特徴を
踏まえて
いる。
【謝辞】
本稿をなすにあたり、 貴重な資料の写真撮影および紹介を御快諾賜りま
した大西智久氏に、心から御礼申し上げます。
また、関屋俊彦氏からは、早々に『拾菓抄』写本発見について筆者にご
連絡賜っ
ばかりか、本稿において翻刻をご担当いただきました。記して
御礼申し上げます。【付記】
本稿は、科学研究助成金基盤研究（Ｃ） 「 歌詞章の文学史的位置付け
に関する総合的研究」 （課題番号
18K
00338
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図３ 表紙見返し・１丁表
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図２ 『拾菓抄』表紙 図１ 『目録』１３丁表
図３ 表紙見返し・１丁表
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図４ ２丁裏・３丁表
図５ ２９丁裏・３０丁表
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図６ ４６丁裏・裏表紙見返し
図７ 裏表紙
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図６ ４６丁裏・裏表紙見返し
図７ 裏表紙
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